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プレ・エンカウンター（ＰＲＥ・ＥＮＣＯＵＮＴＥＲ） 
 
 

 
第 2号 

平成１４年２月２３日 
 

ルツ・エルマー先生の文集より（４） 

                   

主よ、私をあなたの平和の器となさしめてください 

憎しみのあるところには、愛を 

不正のあるところには、赦しを 

疑いのあるところには、信仰を 

失望のあるところには、希望を 

真っ暗なところには、光を  

悲しみのあるところには、喜びを示させてください 
おお、主なる神よ、私は望みます 
   慰められるよりは、慰めることを 
   理解を得るよりは、理解することを 
   愛されるよりは、愛することを 
なぜなら、私たちが受けるのは、与えることにおいてであり 
私たちが赦されるのは、赦すことにおいてであり 
私たちが永遠の命に生きるのは、死ぬことにおいてなのですから 
              （アッシジの聖フランシス）   



2 
 

 
ルツ・エルマー先生の文集より（５） 

 
空がいつでも青いとは、神は約束されなかった 
私たちの人生の小径には、至るところに花が散らされている 
神は約束されなかった、雨の伴わない太陽を 
悲しみのない喜びを、苦しみのない平和を 
しかし、神は約束してくださった。 
   昼間のための活力を 労働のためには休息を 
   道のためには光を どんな試みにも恵みを 
   上よりの助けを 尽きることのない同情を 
   絶えることのない愛を 
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ルツ・エルマー先生の文集より（６） 
 
神は御子を送り給うた、その御名をイエスという 
主は愛し、いやし、そして赦すために来られた 
主は私の罪をあがなうために、生き、かつ死なれた 
空虚な墓は、私の救い主が生きておられることを証しした 
主は生きておられるのだから、私は明日に立ち向かうことができる 
主は生きておられるのだから、すべてのおそれは去ってしまった 
主が未来を手におさめておられることを、私は知っているから 
人生は生きるに値する 
それは主が生きておられる故なのだ 
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ルツ・エルマー先生の文集より（７） 
 
強くあれ！ 
私たちは、遊ぶため、夢見るため、移ろうために生きているのでは

ない 
私たちは、厳しい仕事と重い荷物を持っている 
戦いを避けることなく直面せよ―― これは神の賜物なのだ 
 
強くあれ！ 
「時代が悪い、誰のせいでもない」と言ってはならない 
手をこまねいて黙従するのは恥ずべきことだ 
立ち上がれ、神の御名において勇敢に語れ 
 
強くあれ！ 
どんなに固く悪が防備しているかは問題でない 
戦いはつらくとも、日は長くとも 
くじけずに奮闘せよ、明日には凱歌が上がる 
（モルトビー・バブコック、ＮＹＣブリック長老派教会前牧師） 
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ルツ・エルマー先生の文集より（８） 

 
この律法の書をあなたの口から話すことなく、昼も夜もそれを思

い、そのうちに記されていることを、ことごとく守って行わなけれ

ばならない。そうするならば、あなたの道は栄え、あなたは勝利を

得るであろう。         （ヨシュア記 １：８） 
 
 
 年若い者も弱り、かつ疲れ、壮年のものも疲れはてて倒れる。し

かし主を待ち望むものは新たなる力を得、わしのように翼をはって、

のぼることができる。走っても疲れることなく、歩いても弱ること

はない。       （イザヤ書 ４０：３０，３１） 
 
 心を尽くして主に信頼せよ、自分の知識にたよってはならない。

すべての道で主を認めよ、そうすれば、主はあなたの道をまっすぐ

にされる。              （箴言３：５，６） 
 
 私を強くしてくださる方によって、何事でもすることができる。 

（ピリピ人への手紙４：１３） 
 


